
　皆さん、ほぼ例年通りの

梅雨入りとなりましたが、

早くも梅雨の中休み的な天

気です。いかがお過ごしで

しょうか？


　今号の巻頭写真は、先日

の八ヶ岳・南沢で撮ったホ

テイランです。美濃戸口か

らの美濃戸までは、足元の

キンポウゲの群生や新緑の

中に鮮やかなヤマツツジや

レンゲツツジが見頃で、林

道歩きも苦にならない楽し

さでした。また南沢の森の

緑の苔は、本当に心が洗わ

れるような美しさです。お

目当てのホテイランはご覧

のように、美しい姿で迎え

てくれました。初めてこの

南沢のホテイランを見たの

はどのくらい前だったか。その頃とは比較にならないほど株の数も増え、自生地が広がっ

ています。長年の保護活動の成果です。感謝しながら写真を撮りました。


　さて、8月の確定表をお送りします。7月の確定表で先行的にお知らせしましたが、8月

のスタートは、乗鞍岳です。最も簡単に3,000mに登れる山です。標高2,700mの畳平ま

でバスで行きます。１泊2日、畳平の白雲荘に泊まります。初日は、山荘に入ってゆっく

りします。翌日は、山頂の剣ヶ峰を目指すもよし、畳平のお花畑を散策するもよしです。

猛暑から解放された高原の爽やかな風が待っています。次はグッと標高が下がり、みかも

山のキツネノカミソリです。最も高いところでも229m。群生地はもっと下の斜面です。

斜面一面が赤いキツネノカミソリが埋め尽くす様子は見事です。大汗をかきながらでも見

る価値は十分あると思います。熱中症対策を忘れずに行きましょう。8月の高尾山も結構

暑い。敢えて「山の日」に登ります。その後の榛名山沼ノ原は標高1,000m以上、入笠山

は、ゴンドラを降りたところで標高1,780mです。高原の涼しさを感じながら、花探索ト

レッキングを楽しみましょう。八ヶ岳南沢の森で、ラン探しトレッキングです。ミヤマモ

ジズリという小さなランを探索する少し地味なプランが８月の締めとなります。暑さにめ

げずに外に出て山野を歩きましょう。


　サッカーのW杯大会が始まり、日本代表は第１戦で強豪オランダと引き分けて、盛り上

がっています。僕も代表に選ばれた選手の活躍を楽しみにしています。しかし、この日本

代表チームを指揮する森保監督の「大和魂や日本人の誇りを持って戦う」といった発言や

長友選手の日の丸のハチマキには、とても違和感を覚えます。スポーツで勝つための精神

的な強さの拠り所を民族主義的なものに求めたり、民族主義を煽り立てて鼓舞する必要が

ありますか。かつて日本は「大和魂」の名の下に、多くの人々を戦争に駆り立た血塗られ

た歴史があります。「オリンピックは国威発揚の場」と語ったNHKの解説委員がいました

が、ナチス・ヒトラーと同じと思ってしまいます。スポーツの盛上りが変な方向に利用さ

れないように注意したい。選手が全力でプレーする姿を純粋に楽しみたい！


それでは皆さん、また山でお会いしましょう！
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